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２ 細胞の分化と遺伝子 

 

    受精卵 

 

 

 

３編 ヒトの体の調節 

１ 体液の分泌 

 (1) 体液の種類 

  ① 血液 ＝ 心臓の拍動により 

成          体内を循環 

分  ・ 赤血球 

   ・ 白血球 

   ・ 血小板 

   ・ 血しょう 

 

 

  ② 組織液 ＝ 血管から血しょうが染み出し、細胞間を 

みたしたもの 

  ③ リンパ液 ＝ リンパ管の体液で、組織液の一部が 

入りこんだもの 

 

 

 

 (2) 体内環境と体外環境 

① 血液(血管内) ＝ 体内環境 ・ 体外環境 

② 組織液(細胞間) ＝ 体内環境 ・ 体外環境 

③ 胃の内部 ＝ 体内環境 ・ 体外環境 

④ 口の中 ＝ 体内環境 ・ 体外環境 

⑤ 腸の内部 ＝ 体内環境 ・ 体外環境 

⑥ リンパ液(管内) ＝ 体内環境 ・ 体外環境 

 

 (3) 血液と血管 

 

 

 

 

 

 

２   循環系   ＝ 酸素や栄養分の運搬、二酸化炭素や老廃物の回収 

     血管系  ・  リンパ系  

 (1) ヒトの循環系 

  ① 血液の種類 

   ・動脈血 □ 

   ・静脈血 □ 

  ② 血管の種類 

 

肺動脈  肺静脈    動脈 

 心臓    肺    心臓    全身へ 

         静脈 

 

  ③ 心臓のつくり 

 

 

 

〔 右心房 〕          〔 左心房 〕 

 

〔 右心室 〕          〔 左心室 〕 

 

  ④ ホルモン ＝ 血液中に分泌され、器官や組織の間で情報伝達を行う物質 

※昨年度は血糖濃度を調節するインスリンやグルカゴンを学んだことを思い出されたい 

  ⑤ リンパ系 ＝ 免疫細胞や白血球を含み、老廃物や脂肪、病原体、余分な水分などを回収 

 

３ 恒常性(ホメオスタシス) ＝ 体内環境を一定に保とうとするしくみ 

 (1) フィードバック調節 

例 体温の調節 

 

 

 

                          →  負 のフィードバック 

 (2) ヒトの体温調節                  ＝ 最初の反応を打ち消そうとする効果 

            ◇ 読み取れること ＝ ヒトの体温調節能力は優秀 

             根拠
こんきょ

(あなたの言葉で書いてみよう)              根拠
こんきょ

 

                                 ・対応できる気温の範囲が広い 

                                  

                                 ・グラフが水平に近い 

 

 

  

 
 

２編 遺伝子とそのはたらき/３編 ヒトの体の調節 

人体には、さまざまな機能・形態をもつが    

最初は一つの受精卵だった          

→ この変化を 分化 という 

成分 形 はたらき 

赤血球 

中央がくぼんでいる 

 

 

〔 酸素 〕を運ぶ 

白血球 

アメーバ状 

 

 

〔 病原菌 〕を排除
はいじょ

する 

血小板 小さくて不規則 〔  血液をかためる   〕 

血しょう 液体 養分などを溶かして運ぶ 

※ 血しょうは漢字で「血
けっ

漿
しょう

」と書く。血小ではないことに注意。 

血しょう 

組織液 

リンパ液 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
体外 

体内 

 多い・大きい 少ない・小さい 

酸素の有無 動脈血 静脈血 

血流の勢い 動脈 静脈 

心臓から出てすぐ 

肺から出てすぐ 

〔 血液 〕の種類

→ 
〔 血管 〕の種類

→ 

(ア) (イ) 

→
 

体温上昇 脳 汗腺 
命令 

「 汗を出せ 」 

命令 

「  汗を止めろ  」 

体温低下 
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